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	第２編　事業別実績報告
	第１章　個表の見方について
	１．達成状況等について
	達成状況欄では、実施計画期間（３年間）における事業費の計画額と実績額を比較する「事業費比較」と、３年間の数値目標等を比較する「数値目標等比較」を行いました。 　また、「数値目標等比較」に従い「達成状況」を4段階で評価しました。
	（１）事業費比較 事業費比較は、[実績の事業費]÷[計画の事業費]で算出し、百分率（％）で表します。　　　　（実績の事業費：平成23年度及び平成24年度は決算額、平成25年度は当初予算額等としました）小数点第二位を四捨五入し、表示単位は小数点第一位までとします。なお、下記事業における基金への積立金については、より多くの金額を積み立てることが目標となっているため、事業費比較は100％以上となることを目指しています。 　　66.庁舎整備事業 　 104.財政調整基金積立金
	（２）数値目標等比較 数値目標等比較は、タイプ別に算出方法や表現が違います。
	（３）達成状況 達成状況は「数値目標等比較」の結果に従って、下記のとおりとした。
	（数値目標等比較　点数） 　　　　　0～69点　　　　　70点～79点　　　　　80点～89点　　　　　　90点以上

	２．市民意向調査結果について

